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【授業の概要・到達目標】 

 情報技術とプログラミングの基礎を学び、基本的なプログラムを組める能力を養成する。また、コンピュー

タによる実習を通して情報機器の操作を行い、これらの理解を深める。現在使用されている代表的なプログラ

ミング言語を例に演習を行い、情報処理の基礎的技術を養う。>> 

具 体 的 な 到 達 目 標 
ディプロマポリシーとの対応 

1 2 3 4 5 6 

１．情報の表現やオペレーティングシステムなど，コンピュータの基礎について

説明できる。 
〇  〇    

２．ネットワークと情報セキュリティについて，基本的な事項を説明できる。 〇  〇 〇   

３．プログラミング言語を用いて，基本的なプログラムを組むことができる。 〇  〇    

４．プログラムの構造を理解し，関数や配列を用いた実用的なプログラムを解釈

できる。 
〇  〇   〇 

 

 

【授業の内容】 

1 コンピュータとシステム，情報の表現 

2 ハードウェアとソフトウェア 

3 ネットワークと情報セキュリティ 

4 プログラミング言語の種類と特徴（生体情報の取得とA/D変換） 

5 変数と型 

6 繰り返し文 

7 「変数と型」，「繰り返し文」に関する演習（フィードバック・フィードフォワード制御を行う関数） 

8 条件判断文  

1 

2 

3 

4 

 

9 「条件判断文」に関する演習（システム・情報処理実習）  

10 関数  

11 「関数」に関する演習  

12 配列とファイル入出力  

13 「配列とファイル入出力」の関する演習  

14 オブジェクト指向  

15 コンピュータプログラミングと実社会への応用  

【アクティブラーニングの内容・その他の工夫】 

Ａ：知識の定着・確認 〇 演習は各自で行い，解説を聞いて修正する。  

Ｂ：意見の表現・交換   

Ｃ：応用志向   

Ⅾ：知識の活用・創造 〇 演習に関する質問や意見交換を行う。 

【時間外学修の内容と時間の目安】 

準備学修 テキストを事前に読んでおく（20ｈ）。 

事後学修 内容の復習及び演習の実施（40ｈ）。 
 

【教科書】 

オリジナルのテキストを配布する。 



【参考書】 

実践力を身につける Pythonの教科書，クジラ飛行机，マイナビ出版，2016年，ISBN: 978-4-8399-6024-7 

【成績評価方法及び評価の割合】 

評価方法 割合 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 

定期試験 80％ ○ ○ ○ ○ 

演習 20％   ○ ○ 
 

【注意事項】  

【備 考】 

教員の実務経験の有無 ×  

教員の実務経験  

教員以外で指導に関わる実

務経験者の有無 
× 

 

教員以外の指導に関わる実

務経験者 

 

実務経験をいかした 

教育内容 

 

授業形態 対面 

 


